
（別紙３）

～ R7年　3月　31日

（対象者数） 10 （回答者数） 9

～ R7年　3月　31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援内容を職員間で共有し、偏りのない支援を目指す。

研修の機会を設け、職員の支援力を向上させる。

2

会報の発行やホームページなどを活用して、事業所の活動を

さらに知っていただく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年間行事予定に交流会を入れ、早期から計画していく必要が

ある。

2

会報の発行やホームページなどを活用して、事業所の活動を

周知する。

3

○事業所名 Smile Peace

○保護者評価実施期間
R7年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　4月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流機会を設けることが出来ていない。 季節の行事や活動プログラムの立案で交流会の企画まで手が

回っていない。

行事や避難訓練など、事業所としての活動がなかなか保護者様

に伝わっていない。

その日の活動の様子を写真や連絡帳でお伝えしているが、内容

が薄いのではないか。

お子さま一人ひとりに合わせた療育をマンツーマンで実施して

いる。

個別支援計画に基づき、担当職員がお子さまに合わせた療育内

容を考えて実施している。

お子さまのその日の状態を把握し、臨機応変に療育内容を変え

ている。

その日の活動の様子を写真に撮って保護者様へ送信すること

で、お子さまの成長を共有している。

保護者様にはLINEの登録をお願いしている。

事業所における自己評価総括表公表


